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小39　練馬区立上石神井北小学校

学校経営方針

○

道徳教育の指導の重点
○ 互いの違いを認め

合い信頼し合う、
思いやりの心情を
養う。

各教科の指導の重点
基礎的・基本的な
学習内容の確実な
定着、並びに確か
な学力の向上を図
る。

平成

学校、地域の実態
保護者の期待や願い
地域の期待や願い
教師の期待や願い

○よく考えて学習する子供
○すすんではたらく子供
○仲よく助け合う子供

○最後までやりぬく子供

日本国憲法
教育基本法

学習指導要領
東京都教育委員会の

教育目標
練馬区教育委員会の

教育目標

学校教育目標

学力向上を図るための全体計画年度

○ 各教科との関連を
図りながら、自ら
課題を見付け、自
ら学び、よりよく
問題を解決する資
質や能力を育成す
る。

総合的な学習の時間の
指導の重点
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体験的な活動や問
題解決的な学習を
通して、思考力や
判断力、表現力や
創造性を高める。

○

○ 各教科との関連を
図りながら、自ら
課題を見付け、自
ら学び、よりよく
問題を解決する資
質や能力を育成す
る。

進路指導の指導の重点

　本校では、児童に基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に
付けさせ、自ら学び、自ら考える力などの「生きる力」を育ん
でいく。

確かな学力

知
識
・
理
解

課
題
発
見
能
力

思
考
力

問
題
解
決
能
力

表
現
力

すすんで学ぶ児童の育成

外国語を通じて、
言語や文化につい
て体験的に理解を
深める。

生活指導の指導の重点

学
び
方

基本的な生活習慣
の定着や規範意識
の育成を図る。
スクールカウンセ
ラー、心のふれあ
い相談員等との連
携で、存在感や充
実感のもてる教育
相談活動の充実を
図る。

○

基礎的・基本的な学習内容

青少年育成委員等の
地域の方々を招いて
道徳授業地区公開講
座を開催するととも
に、児童の健全育成
のための協議会を実
施する。

評価計画を踏まえた
評価規準を作成す
る。

児童による授業評価
および意識調査を実
施する。

行事の精選等を通し
て、ゆとりある授業
時数を確保する。

学校関係者評価、保
護者の評価を生かし
て、教育課程を編成
する。

生活科や総合的な学
習の時間において、
地域の人材を活用す
る。

学校評議員との連携
により、学校改善を
推進する。

○

○

指導内容・指導方法の
工夫

教育課程編成上の
工夫

評価活動の工夫

児童の実態を適切に
把握する。

児童が意欲的に学習
できる環境づくりと
資料の精選を行う。

朝の自主学習時間に
おいて、漢字や計算
等の基礎的な学習の
反復を行い定着を図
る。

学力調査の結果や傾
向、東京ミニマム、
個に応じた指導に関
する指導資料、東京
ベーシックドリルな
どを活用し、一人一
人の実態に即した指
導を行う。

学校公開の設定と参
観者アンケートによ
り、授業および学校
教育活動についての
外部評価を実施す
る。

若手教員育成のため
の研究授業および協
議会を実施する。

「全国学力・学習状
況調査」や「児童・
生徒の学力向上を図
るための調査」の結
果等を活用しなが
ら、授業改善推進プ
ランの見直しと作成
を行う。

個別指導日、学力補
充教室等を活用し
て、補充学習に取り
組む。

校内研究を充実さ
せ、教員の指導力向
上を図る。

「小中一貫教育」の
取り組みを通して作
成した課題改善カリ
キュラムを活用し
て、教育活動を計
画、実施する。

(学習指導法の工夫・改善に常に取り組み、児童の学力向上、体力
 向上の実感のある学習)

「和(輪)」保護者、地域の方々との密接な連携による教育活動の充実
を

「和み」心穏やかに、楽しく学校に通い、学ぶ、児童の心身の成長を
　目指す

(コミュニケーションを密にした、教職員との協働による児童の
 健全育成)

国語科を中心に、言
語活動を意識した思
考力・判断力・表現
力を育成する。

本校の授業改善に向けた視点
校内における研究や

研修の工夫
家庭や地域社会との

連携の工夫

いじめや差別のな
い豊かな心の育成
を図る。

○

外国語を通じて、
積極的にコミュニ
ケーションを図ろ
うとする態度を育
てる。

学
ぶ
意
欲

判
断
力

互いに尊重し合い
よりよい集団生活
を送る基盤となる
規範意識を育て
る。

外国語活動の指導の重点

○

「和」を基盤とした教育活動を展開する学校

「和」人間的な心の調和の取れた児童の育成を目指す
(人権感覚を豊かに、偏見、差別、いじめ、体罰を産まない、
 見過ごさない、許さない環境の学校)

(カウンセリングマインドを生かした生活指導により、不登校
 児童や配慮の必要な児童の健全育成を図る)

「和(環)」ＰＤＣＡサイクルを生かした授業改善で、学力向上、体力
　向上を目指す


